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令和７年度第１回京丹後市市民遺産会議 

会 議 録 

 

Ⅰ 開催日時 令和７年６月２７日（金） 午後３時００分～午後４時３０分 

 

Ⅱ 開催場所 京丹後市大宮庁舎４階第５会議室 

 

Ⅲ 出席者 味田佳子会長、松原典孝副会長、東哲委員 

事務局 川村義輝教育次長、 

村田雅之課長、岡林峰夫課長補佐、奥勇介主任 

欠席者 増田庄吾委員、今村実来委員 

傍聴人 ０人 

 

Ⅳ 次第 

１ 開会 

２ 議事 

市民遺産の認定審議について（非公開） 

３ その他 

４ 閉会 

 

Ⅴ 議事要旨 

１ 開会 

＜事務局＞ 

本日は公私ともに御多忙のところ、御出席いただきまして本当にありがとうござ

います。定刻となりましたので、ただいまから令和 7年度第 1回京丹後市市民遺産

会議を開会いたします。 

開会にあたりまして、京丹後市教育委員会を代表して松本明彦教育長が御挨拶申

し上げるところですが、本日公務の都合により欠席をさせていただいていますので、

代理で川村義輝教育次長から御挨拶を申し上げます。 

 

＜教育次長＞ 

皆さん、こんにちは。 

まだ 6月ですけど、今日は、報道によると、西日本で梅雨が明けたということで

す。ちょっと曇っていますけど、そういう情報が入りましてびっくりしていますけ

ども、そういった御多用の中、そして本当に暑い中、午前中から現場確認というこ

とで、お世話になりましてありがとうございます。第 1回の市民遺産会議というこ

とで、大変お世話になりますが、どうぞよろしくお願いします。 



2/4 

 

このところ本市に関連することで言いますと、100周年、100年の節目がいくつか

ありまして、うちに関連すると言いましたけど北但馬地震も 5月に 100周年を迎え

られましたし、あと、京丹後大宮駅から峰山駅の開業 100年ということですとか、

そして来年度にはなりますけれども、丹後震災から 100年というところで、今そう

いう時期に来ております。 

北但馬地震の 100年の節目にあたりましては、先月の 23から 25日にかけまして、

城崎や豊岡のほうでメモリアル事業が開催されました。本市の職員も個人的に見に

行ってくれております。 

その中で、京丹後市の中でも久美浜はその当時被害が特に大きかったということ

で、その重要性をしっかりと京丹後市としても伝えていく必要があるというふうに

考えておりまして、また来年度末の丹後震災 100年に向けて、城崎や豊岡の事例を

参考にさせていただきながら、来年度どんなことを取り組むのかということを今検

討し始めているというところであります。 

さて、前回の市民遺産会議では、委員の皆様の活発な御審議によりまして、第 3

号の「丹後最古 俵野廃寺」、第 4号の「河辺村の歴史遺産－大谷地区関係資料－」、

そして第 5号「湯舟坂古代の丘公園」の認定が決まりました。 

3件とも推薦者の方々には大変喜んでいただいておりまして、来週 7月 1日火曜日

に認定証の交付式を開催したいと思っております。委員の皆様におかれましても大

変お忙しいと思いますが、お時間が許すようでしたら同席いただけたらというふう

に思っております。 

また公募を開始した初年度、昨年度ですね、こうして累計 5件の認定にたどり着

けたことは、教育委員会としましても大変うれしく思っております。 

これから認定案件がさらに増えてくることが予想できますので、認定後の保存活

用の部分につきましても、今後は教育委員会としても注目していく必要があるかな

というふうに考えております。 

本日の市民遺産会議では、継続審議中の案件、そして新たに申請を受けた案件に

ついて審議を行うものが複数ございます。 

委員の皆様には忌憚のない御意見をいただきまして、市民遺産制度の今後のさら

なる盛り上がりにつながっていきますよう、御理解、御協力をいただきたいと思い

ます。 

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

  ＜事務局＞ 

続きまして、会長から一言御挨拶いただきたいと思います。お願いします。 

 

  ＜会長＞ 

今日も朝から 3か所見せていただきまして、暑い中どうもお疲れ様でした。あり

がとうございました。 
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本日は、認定を決めるということはなくて、引き続きのものも含めて、内容を協

議させていただく、審議させていただくということかなと思っています。 

先ほど次長からもありましたように今後どんどん増えていくとは思うんですが、

その中で、私は常にこの目的とか定義みたいなことを、毎回見ながらやっていきた

いなと思っておりまして、そうしないとまた違う方向に行ってしまうのが今後増え

ることを考えると特に思いますので、その辺りのところをしっかり考えて審議をし

ていきたいなと思っておりますので、皆さんどうぞよろしくお願いいたします。 

 

  ＜事務局＞ 

ありがとうございました。 

なお、川村教育次長は公務の都合により、ここで失礼させていただきます。 

また本日、増田委員、今村委員、今村委員は御連絡がなかったのですが、御欠席

の連絡を頂戴しております。 

続いて本日の資料の確認をさせていただきます。 

 

（事務局より資料の確認） 

 

続きまして、会議録確認者の指名に移ります。本会議で審議した内容は、会議録

を作成し、非公開部分を除き公開をいたします。後日会議録を確認していただき、

御署名をいただく方の選出をしたいと思います。 

名簿の順番で地元の委員の方にお願いしております。今回は、今村委員が御欠席

のため、東委員にお世話になれたらと思いますので、よろしくお願いいたします。 

それでは引き続き次第に沿って議事を進めさせていただきます。 

なお、本日の議事は全て非公開となりますので、御了承いただけたらと思います。

これ以降の進行につきましては会長にお願いできたらと思います。 

それでは会長、よろしくお願いします。 

 

２ 議事 

市民遺産の認定審議ついて（非公開） 

 

３ その他 

  ＜事務局＞ 

それでは、会議の公開を再開いたします。 

会長、引き続きよろしくお願いいたします。 

 

  ＜会長＞ 

次に、議題 3その他について、事務局から何かございますでしょうか。 
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  ＜事務局＞ 

1点連絡です。冒頭の挨拶にもありましたけれども、来週 7月 1日火曜日に 3月に

認定された 3件の認定証交付式を行います、9時半スタートで 10時 15分まで、45

分間になります。前回の認定証交付式と同様に、教育長挨拶と認定証交付と、あと

各推薦者からのコメントをいただくことになっています。もしお時間あれば、ぜひ

御参加いただけるとうれしいです。よろしくお願いします。 

以上です。 

 

  ＜会長＞ 

はい、ありがとうございました。 

それでは議事は全て終わりましたので、事務局に進行をお返しします。 

 

４ 閉会 

  ＜事務局＞ 

それでは閉会に当たりまして、副会長から御挨拶いただけたらと思います。 

副会長よろしくお願いします。 

 

  ＜副会長＞ 

皆様、お忙しい中、活発に議論いただき、誠にありがとうございました。 

本日、新たなものも含めて 5件審議しましたけれども、まだこれから認定まで様々

なステップがありそうですので、引き続き御協力のほど、どうぞよろしくお願いい

たします。 

本日ありがとうございました。 

 

  ＜事務局＞ 

それでは以上をもちまして、令和 7年度第 1回京丹後市市民遺産会議を終了いた

します。ありがとうございました。 


